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Ⅰ 過去の永遠に、神は計画を立てられた

永遠の定められた御旨とは、神が過去の永遠に立てた永遠のご計画です /エペソ３:11

A 未来の永遠のための計画：

このご計画が永遠の定められた御旨と呼ばれているのは、それが過去の永遠において、未来の永遠のために計画されたからです

B あらゆることが神の定められた御旨のために働いている：

神ご自身が、彼の永遠の定められた御旨の開始、起源、範囲です /１：9

１ だれとも相談しない ：神は彼の永遠の定められた御旨に関して、だれとも相談しませんでした

2 何も覆すことはできない：あらゆることが神の定められた御旨のために働いており、何もそれを覆すことはできません

C 神の多くの子を生み出す:

ローマ第8章28節の「彼の目的（定められた御旨）」は、神のご計画における目的のある決定を指しています

神の定められた御旨は、神の長子の多くの兄弟たちを生み出すことです。彼は彼らを栄光にもたらしつつあります /29節,ヘブル２:10-12

D 召会を通して神ご自身を表現する：

神の定められた御旨は召会、キリストのからだを持つことであり、彼は召会（からだ）を通してご自身を表現することができます /エペソ1:5,9,11,22-23

１ 召会を持つ ：神のみこころ、大いなる喜び、永遠の定められた御旨は、召会を持つことです /３:9-11

2 キリストのからだ：神は一つの事を行なうことを計画しました。それは、キリストの生けるからだである一群れの人々を得て、三一の神を表現することです /４:4-6

Ⅱ 神は彼と全く同じである一群れの人々を生み出す /ヨハネ１：12-13,Ⅰヨハネ３:2

神の定められた御旨は、彼と全く同じで ある一群れの人々を生み出すことです。これは聖書の唯一の主題です

A 命、性質、表現において：彼らは命、性質、かたち、外観、光輝、栄光、外 側の表現において、神と同じになります /啓4:2-3,21:10-11,18

B 神聖な命の分与によって：神聖な命が分与されることによって神の命が彼の民の中へと造り込まれるとき、新陳代謝の反応が彼らの内側で起こり、

彼らが造り変えられ、神と同じになるようにします /ヨハネ3:15,Ⅰヨハネ5:11-12,Ⅱコリント3:18,ローマ8:29

C 神聖な命の浸透によって：神の永遠の定められた御旨は、ご自身を彼の神聖な 三一において、彼の選ばれ贖われた人々の中へと、

彼らの命、性質、すべてとして造り込んで、彼らが神で浸透されるようにすることです /エペソ3:17

第二週 神の永遠の定められた御旨



Ⅲ 神の側において、創造と贖いは神の永遠の定められた御旨のためである

私達は、創造と贖いにおける神の定められた御旨を見る必要があります

A 神の創造-人の創造の二重の御旨 ：人を創造することでの神の定められた御旨は、人が神を表現し、神を代行することでした /創１：26-27

B 神の贖い-人を神の御旨に連れ戻す：贖いは救い出すものであり、私達を神の永遠の定められた御旨に連れ戻します /ローマ３：24,エペソ１：7,コロ１：14

C 神の御旨-神は多くの子たちを得る ：創造と贖いにおける神聖な定められた御旨は、神が多くの子たちを得ることです /エペソ１：5,ガラ３：26,４:4-7

Ⅳ 人の側において、私達の召しもまた神の永遠の定められた御旨のためである

神が私達を救い、聖なる召しをもって召してくださったのは、「彼ご自身の定められた御旨と恵み」によります /Ⅱテモテ1:9

A   神の救いの目的：神の救いの目的は、彼の創造され贖われた者が子たる身分を持つこと、すなわち、

御子の命を持ち、 御子のかたちに同形化されて、御子が多くの兄弟たちの間で長子となることです /Ⅰヨハネ5:11-12,ローマ8:29

B 神の証しとなる：彼のご計画にしたがい、私達をキリストの中へと入れ、私達を彼と一にして、彼の命と地位にあずからせ、私達が彼の証しとなることです

/エペソ１：5,9,11,Ⅰコリント1:30;Ⅰヨハネ5:11-12

C 神の証しを生かし出す：恵みとは私達に与えられた命における神の備えであり、それは私達が神の証しを生かし出すためです /ヨハネ1:14,16-17

D 意義のある人生となる：救いは、私達が意義のない人生から救われることを含みます /伝道１：2

１ 宇宙の意義：神の福音は私達を意義のない人生から救い出して、宇宙の意義へともたらすことです /啓４:11

2 人生の意義：神は大きな意義と目的のある人を創造しましたが、人は堕落し、人生の意義は失われました

3 意義の回復：神は彼の救いをもって、私達を救い出し、私達の当初の目的に、すなわち宇宙の意義に連れ戻します /ローマ8:28,Ⅱテモテ1:9

第二週 （続）


